
注記事項

１．貸借対照表関係

　　　　　その他行政コスト累計額に係る注記

　　　　　　　出資を財源に取得した資産に係る金額 - 14,744,985,931円

　（１）独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト

行政コスト 8,918,694,116円

自己収入等 -1,604,218,780円

機会費用 282,613,322円

7,597,088,658円

　（２）機会費用の計上方法

①国又は地方公共団体財産の無償又は減額された使用料による賃借取引から生ずる機会費用の計算方法

②政府出資等の機会費用の計算に使用した利率

③国又は地方公共団体との人事交流による出向職員から生ずる機会費用の計算

３．損益計算書関係

   ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は-182,613,079円の利益であり、当該影響額を除いた当期総利益は 397,280,673円です。 

４．キャッシュ・フロー計算書関係

　　　　（１）資金の期末残高と貸借対照表の現金及び預金残高との関係については次のとおりです。

　　　現金及び預金 1,636,415,670円

　　　期末残高 1,636,415,670円

　　　　（２）重要な非資金取引は、以下のとおりです。

　　ファイナンス・リースによる資産の取得 238,033,941円

５．固定資産の減損

当期において、以下の資産について減損を認識しております。

　（１）乗船事務室

ａ．減損を認識した資産の用途・種類・場所・帳簿価額の概要 （単位：円）

用途 種類 場所 減損処理前帳簿価額

航海訓練用 土地 東京都中央区勝どき５－８－１４ 451,000,000

ｂ．減損の認識に至った経緯

c．回収可能サービス価額の算定方法

　（２）小樽海上技術学校

ａ．減損を認識した資産の用途・種類・場所・帳簿価額の概要 （単位：円）

教育用 土地 北海道小樽市桜３－２１－１ 271,537,920

ｂ．減損の認識に至った経緯

c．回収可能サービス価額の算定方法

用途 種類 場所 減損処理前帳簿価額

　　回収可能サービス価額は、正味売却価額により測定しており、当該正味売却価額は路線価による相続税評価額を使用しておりますが、正味売却
　　価格が帳簿価額を上回っていたため、減損額は生じておりません。

　　回収可能サービス価額は、正味売却価額により測定しており、当該正味売却価額は路線価による相続税評価額を使用しておりますが、正味売却
　　価格が帳簿価額を上回っていたため、減損額は生じておりません。

　　小樽海上技術学校は、令和元年より募集を停止し、令和４年２月末までに、小樽市側が提供する北海道立小樽商業高校校舎に移転を完了、
　　令和４年３月から新校舎での業務を開始いたしました。令和４年度９月末に最後の在学生が卒業し当該資産を使用していないことから減損の
　　認識を行っております。

２．行政コスト計算書関係

独立行政法人の業務運営に関して
国民の負担に帰せられるコスト

　10年利付国債の令和7年3月末利回りを参考に1.485%で計算しております。

　本部使用料については、近隣ビルの賃借料等を参考に計算しております。また、港湾施設使用料については各地区の港湾管理条例や財産使用料
　条例等を参考に計算しております。

　当該職員が国又は地方公共団体に復帰後退職する際に支払われる退職金のうち、独立行政法人での勤務期間に対応する部分について、給与規
　則に定める退職給付支給基準等を参考に計算しております。

　　乗船事務室は、当該資産の使用を停止し国庫へ返納をする見込みであるため、令和元年度において減損の認識を行いました。令和6年度にお
　　いて、引き続き当該土地及び建物を保有していることから、改めて減損の認識を行っております。
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　（３）唐津海上技術短期大学校

ａ．減損を認識した資産の用途・種類・場所・帳簿価額の概要 （単位：円）

教育用 建物 佐賀県唐津市東大島町１３－５ 15,121,081 12,818,819

※：損益計算書に計上される減損損失

ｂ．減損の認識に至った経緯

c．回収可能サービス価額の算定方法

６．固定資産の減損の兆候

当期において、以下の資産について減損の兆候が認められます。

ａ．固定資産の用途・種類・場所の概要 （単位：円）

用途 種類 場所 帳簿価額

縦型渦巻ポンプ 工具器具備品 兵庫県芦屋市西蔵町１２－２４ 527,567

第二操船シミュレータレーダ 工具器具備品 兵庫県芦屋市西蔵町１２－２４ 1,260,000

ｂ．減損の兆候の概要

　　海技大学校の工具器具備品の利用率が低下していることから、減損の兆候が認められました。

ｃ．減損の認識

　　将来の使用見込があるため、減損を認識しておりません。

　（１）採用している退職給付制度の概要

　（２）確定給付制度

①簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

期首における退職給付引当金 2,982,162,859円

退職給付費用 335,881,363円

退職給付の支払額 -367,706,299円

期末における退職給付引当金 2,950,337,923円

②退職給付に関連する損益

簡便法で計算した退職給付費用 335,881,363円

　（３）退職等年金給付制度

当法人の退職等年金給付制度への要拠出額は、30,640,094円でありました。

８．資産除去債務関係

　資産除去債務のうち、当期末において貸借対照表に計上しているものの概要等は、以下のとおりです。

　（１）資産除去債務の概要

　（２）資産除去債務の金額の算定方法

　（３）当期における資産除去債務の総額の増減

　　①期首残高 325,442,635円

　　②有形固定資産の取得に伴う増加額 640,272円

　　③時の経過による調整額 2,060,647円

　　④期末残高 328,143,554円

　当法人は、職員の退職給付に充てるため、非積立型の退職一時金制度及び国家公務員共済組合法の退職等年金給付制度を採用しております。
　非積立型の退職一時金制度では、給与と勤務期間に基づいた一時金を支給しており、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算
　しております。

　使用見込期間を取得から4年～50年と見積り、割引率は0.00％から2.17％を使用して資産除去債務の金額を計算しております。

　本部事務室、練習船の桟橋、海技大学校施設用地の無償貸借契約、口之津海上技術学校、波方海上技術短期大学校施設用地の賃貸借
　契約及び各学校等における港湾施設等の使用に伴う原状回復義務等であります。

用途 種類 場所 減損処理前帳簿価額 減損額※

　　唐津海上技術短期大学校は、令和7年1月より寄宿舎への生徒の受入を停止いたしました。生徒の受入を停止したことに伴い、当該資産を一部
　　使用していないことから減損の認識を行っております。

　　建物の回収可能サービス価額は、使用価値相当額としております。なお、当該資産の使用が想定されていない部分については、零として算出
　　しております。

７．退職給付関係

10



９．金融商品に関する事項

　（１）金融商品の状況に関する事項

　（２）金融商品の時価等に関する事項

（単位：円）

貸借対照表計上額
（*1）

時価（*1） 差額（*1）

リース債務（*2） (316,723,984) (318,359,250) (-1,635,266)                        

（*1）負債に計上されているものは、（　）で示しております。

（*2）リース債務については、１年内支払予定額を含んでおります。

（*3）金融商品の時価の算定方法

　時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

10.収益認識に関する事項

　以下に記載する内容を除き、会計基準第８６における収益に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

　（１）収益の分解情報

　（２）収益を理解するための基礎となる情報

　（３）当該事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報

11.重要な債務負担行為

該当事項はありません。

12.重要な後発事象

該当事項はありません。

　「重要な会計方針」の「８．収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

　当機構の事業の主なサービス等の種類及び収益額については、「⑨　開示すべきセグメント情報」に記載のとおりであります。

　　期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。また、現金及び預金、未収金、未払金及び
　　預り金については、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから注記を省略しております。

　当該事業年度末における残存履行義務に配分された取引価格は、96,562,224円であり、当該残存履行義務について、履行義務の充足につれて
　１年から４年までの間で収益を認識することを見込んでいます。

　　リース債務の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法により算定しており、
　　レベル2の時価に分類しております。

　リース債務

　レベル3の時価：　重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　　当法人は、資金運用は想定しておらず、定期預金及び有価証券等は保有しておりません。

　レベル2の時価：　レベル1のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

　レベル1の時価：　同一の資産又は負債の活発な市場における(無調整の)相場価格により算定した時価

　　預り金には、源泉所得税、住民税など機構が給与支払い等に際して預かった普通預り金と学生・生徒が学校で生活するために必要な経費として
　　預かった学校預り金を計上しております。

　　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の三つのレベルに分類しております。
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